
(57)【要約】

　【課題】　２次元断層像を基に３次元走査領域を設定

するとき、直交断面の超音波断層像の範囲を広くし３次

元画像の領域を限定できる超音波診断装置を提供する。

　【解決手段】　３次元空間の走査は２断面走査モード

と３次元走査モードからなり、２断面走査モードにおけ

る第１の断層像６１に第２の断層面の交差位置が交差線

６３として表示されることで、第１の断層像６１は交差

線６３により領域７１と領域７２に分割され、第１の領

域７１には第１の境界線８１が、第２の領域７２には第

２の境界線８２がそれぞれ表示される一方、第２断面走

査モードにおける第２の断層像６２に第１の断層面の交

差位置が交差線６４として表示されることで、第２の断

層像６２は交差線６４により領域７３と領域７４に分割

され、第３の領域７３には第３の境界線８３が、第４の

領域７４には第４の境界線８４がそれぞれ表示され、各

境界線から形成される錐体が３次元走査領域となる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も ２ 次 元 に 配 列 さ れ た 振 動 子 に よ る ３ 次 元 空 間 の 走 査 を 行 い 、 前 記 ３ 次 元 空 間 の
走 査 は ２ 断 面 走 査 モ ー ド と ３ 次 元 走 査 モ ー ド か ら な り 、
　 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第 １ の 断 層 像 に 第 ２ の 断 層 面 の 交 差 位 置 が 第 １ の 交 差 線
と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 １ の 断 層 像 は 前 記 第 １ の 交 差 線 に よ り 第 １ の 領 域 と 第 ２
の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 １ の 領 域 に は 第 １ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ２ の 領 域 に は 第 ２ の 境 界
線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ る 一 方 、
　 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第 ２ の 断 層 像 に 第 １ の 断 層 面 の 交 差 位 置 が 第 ２ の 交 差 線
と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 ２ の 断 層 像 は 前 記 第 ２ の 交 差 線 に よ り 第 ３ の 領 域 と 第 ４
の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 ３ の 領 域 に は 第 ３ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ４ の 領 域 に は 第 ４ の 境 界
線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 境 界 線 、 前 記 第 ２ の 境 界 線 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 お よ び 前 記 第 ４ の 境 界 線 に そ
れ ぞ れ 対 応 す る ３ 次 元 空 間 の 形 成 線 か ら 形 成 さ れ る 錐 体 を 、 前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド に お け
る 走 査 領 域 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ３ 次 元 空 間 に お い て 、 前 記 第 １ の 断 層 像 の 第 １ の 境 界 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 応 す る 平 面
と 、 前 記 第 ２ の 境 界 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 応 す る 平 面 と 、 前 記 第 ２ の 断 層 像 の 前 記 第 ３ の 境
界 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 応 す る 平 面 と 、 前 記 第 ４ の 境 界 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 応 す る 平 面 と に
よ り 構 成 さ れ る ４ 角 錐 体 を 、 前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド に お け る 走 査 領 域 と す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 前 記 第 １ の 境 界 線 と 前 記 第 ２ の 境 界 線 の 位 置 変 更 に 対 し て
、 前 記 第 ３ の 境 界 線 と 前 記 第 ４ の 境 界 線 の 位 置 が 従 属 的 に 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド に お け る ボ リ ュ ウ ム レ ー ト が 一 定 と な る 条 件 で 、 前 記 第 ３ の 境 界 線
と 前 記 第 ４ の 境 界 線 の 位 置 が 従 属 的 に 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音
波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の 交 差 線 に 対 し て 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 と 前 記 第 ４ の 境 界 線 の 間 隔 が 一 定 の 比 率 で
維 持 さ れ る よ う に 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 と 前 記 第 ４ の 境 界 線 の 位 置 が 従 属 的 に 決 定 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
少 な く と も ２ 次 元 に 配 列 さ れ た 振 動 子 に よ る ３ 次 元 空 間 の 走 査 を 行 い 、 前 記 ３ 次 元 空 間 の
走 査 は ２ 断 面 走 査 モ ー ド 、 ３ 次 元 走 査 モ ー ド お よ び 混 合 走 査 モ ー ド か ら な り 、
　 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第 １ の 断 層 像 に 第 ２ の 断 層 面 の 交 差 位 置 が 第 １ の 交 差 線
と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 １ の 断 層 像 は 前 記 第 １ の 交 差 線 に よ り 第 １ の 領 域 と 第 ２
の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 １ の 領 域 に は 第 １ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ２ の 領 域 に は 第 ２ の 境 界
線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ る 一 方 、
　 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第 ２ の 断 層 像 に 第 １ の 断 層 面 の 交 差 位 置 が 第 ２ の 交 差 線
と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 ２ の 断 層 像 は 前 記 第 ２ の 交 差 線 に よ り 第 ３ の 領 域 と 第 ４
の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 ３ の 領 域 に は 第 ３ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ４ の 領 域 に は 第 ４ の 境 界
線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 境 界 線 、 前 記 第 ２ の 境 界 線 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 お よ び 前 記 第 ４ の 境 界 線 に そ
れ ぞ れ 対 応 す る ３ 次 元 空 間 の 形 成 線 か ら 形 成 さ れ る 錐 体 を 、 前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド に お け
る 走 査 領 域 と し 、 前 記 混 合 走 査 モ ー ド に お い て は 前 記 ２ 次 元 走 査 モ ー ド と 前 記 ３ 次 元 走 査
モ ー ド を 同 時 に 行 う 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ２ 次 元 断 層 像 を 基 に ３ 次 元 走 査 領 域 を 設 定 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 と し て は 、 ３ 次 元 領 域 内 の 各 点 の エ コ ー 信 号 を ボ ク セ ル デ ー タ 化
し た 情 報 （ 以 下 、 単 に エ コ ー 情 報 と も い う ） に 基 づ き 、 視 線 方 向 に 沿 っ て ボ リ ュ ウ ム レ ン
ダ リ ン グ 演 算 を 実 行 す る こ と に よ り 、 ３ 次 元 画 像 を 形 成 す る ボ リ ュ ウ ム レ ン ダ リ ン グ 手 段
と 、 ３ 次 元 領 域 内 の 各 点 の エ コ ー 情 報 に 基 づ き 、 ３ 次 元 領 域 の ３ つ の 直 交 断 面 の 各 々 の 超
音 波 断 層 像 を 形 成 す る 直 交 プ レ ー ン 断 層 像 形 成 手 段 と 、 ３ 次 元 画 像 と 前 記 各 直 交 断 面 の 超
音 波 断 層 像 と を 同 時 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 を 備 え 、 視 線 方 向 に 対 応 す る ３ 次 元 画 像 と ３ つ
の 直 交 断 面 の 超 音 波 断 層 像 と を 同 時 に 表 示 す る よ う に し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特
許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 装 置 で は 、 ３ 次 元 画 像 に よ り 組 織 の 空 間 的 把 握 が で き る と 共 に 、 ３ つ の 直 交 断
面 の 超 音 波 断 層 像 に よ り 、 組 織 内 部 の 注 目 部 位 の 状 態 を ３ 方 向 か ら 把 握 で き 、 組 織 の 多 面
的 な 観 察 が で き る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ５ ５ １ ２ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 段 落 ［ ０ ０ １ ０ ］ ～ ［ ０ ０ １
１ ］ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 直 交 断 面 の 超 音 波 断 層 像 の 範 囲 を 広
く す る と 、 ３ 次 元 画 像 を 取 得 す る の に 時 間 を 要 し 、 ボ リ ュ ウ ム レ ー ト が 低 下 す る と い う 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 直 交 断 面 の 超 音 波 断 層 像 の 範
囲 を 広 く し つ つ 、 ３ 次 元 画 像 の 領 域 を 限 定 す る こ と に よ り 、 ２ 次 元 画 像 に よ り 組 織 内 部 の
注 目 部 位 の 状 態 を 広 範 に 把 握 す る こ と が で き る と 共 に 、 ３ 次 元 画 像 に よ り 主 要 な 部 位 の 組
織 の 空 間 的 把 握 が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 の 解 決 の た め 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 少 な く と も ２ 次 元 に 配 列 さ れ た 振
動 子 に よ る ３ 次 元 空 間 の 走 査 を 行 い 、 前 記 ３ 次 元 空 間 の 走 査 は ２ 断 面 走 査 モ ー ド と ３ 次 元
走 査 モ ー ド か ら な り 、 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第 １ の 断 層 像 に 第 ２ の 断 層 面 の 交 差
位 置 が 第 １ の 交 差 線 と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 １ の 断 層 像 は 前 記 第 １ の 交 差 線 に よ
り 第 １ の 領 域 と 第 ２ の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 １ の 領 域 に は 第 １ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ２ の
領 域 に は 第 ２ の 境 界 線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ る 一 方 、 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第 ２ の
断 層 像 に 第 １ の 断 層 面 の 交 差 位 置 が 第 ２ の 交 差 線 と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 ２ の 断
層 像 は 前 記 第 ２ の 交 差 線 に よ り 第 ３ の 領 域 と 第 ４ の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 ３ の 領 域 に は
第 ３ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ４ の 領 域 に は 第 ４ の 境 界 線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ 、 前 記 第 １ の 境 界
線 、 前 記 第 ２ の 境 界 線 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 お よ び 前 記 第 ４ の 境 界 線 に そ れ ぞ れ 対 応 す る ３
次 元 空 間 の 形 成 線 か ら 形 成 さ れ る 錐 体 を 、 前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド に お け る 走 査 領 域 と し た
構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 交 差 す る 断 層 像 の 画 像 の 中 か ら 領 域 を 限 定 し て ３ 次 元 走 査 を 行 い 、 ３
次 元 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 ３ 次 元 空 間 に お い て 、 前 記 第 １ の 断 層 像 の 前 記
第 １ の 境 界 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 応 す る 平 面 と 、 前 記 第 ２ の 境 界 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 応 す る
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平 面 と 、 前 記 第 ２ の 断 層 像 の 前 記 第 ３ の 境 界 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 応 す る 平 面 と 、 前 記 第 ４
の 境 界 線 に 垂 直 な 平 面 に 対 応 す る 平 面 と に よ り 構 成 さ れ る ４ 角 錐 体 を 、 前 記 ３ 次 元 走 査 モ
ー ド に お け る 走 査 領 域 と し た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 交 差 す る 断 層 像 の 画 像 の 中 か ら 領 域 を 効 果 的 に 限 定 し て ３ 次 元 走 査 を
行 い 、 所 望 の ３ 次 元 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お い て 、 前 記 第 １ の 境 界
線 と 前 記 第 ２ の 境 界 線 の 位 置 変 更 に 対 し て 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 と 前 記 第 ４ の 境 界 線 の 位 置
が 従 属 的 に 決 定 さ れ る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 第 ３ の 境 界 線 と 第 ４ の 境 界 線 の 位 置 が 容 易 に 設 定 で き 、 交 差 す る 断 層
像 の 画 像 の 中 か ら 領 域 を 効 率 的 に 限 定 し て ３ 次 元 走 査 を 行 い 、 ３ 次 元 画 像 を 迅 速 に 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド に お け る ボ リ ュ ウ ム レ ー ト
が 一 定 と な る 条 件 で 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 と 前 記 第 ４ の 境 界 線 の 位 置 が 従 属 的 に 決 定 さ れ る
構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 交 差 す る 断 層 像 の 画 像 の 中 か ら ボ リ ュ ウ ム レ ー ト 一 定 条 件 下 で 領 域 を
限 定 し て ３ 次 元 走 査 を 行 い 、 処 理 負 荷 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 第 ２ の 交 差 線 に 対 し て 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 と
前 記 第 ４ の 境 界 線 の 間 隔 が 一 定 の 比 率 で 維 持 さ れ る よ う に 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 と 前 記 第 ４
の 境 界 線 の 位 置 が 従 属 的 に 決 定 さ れ る と し た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 交 差 す る 断 層 像 の 画 像 の 中 か ら 領 域 を 安 定 的 に 限 定 し て ３ 次 元 走 査 を
行 い 、 操 作 領 域 に 関 わ ら ず 安 定 し た ３ 次 元 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 少 な く と も ２ 次 元 に 配 列 さ れ た 振 動 子 に よ る ３ 次
元 空 間 の 走 査 を 行 い 、 前 記 ３ 次 元 空 間 の 走 査 は ２ 断 面 走 査 モ ー ド 、 ３ 次 元 走 査 モ ー ド お よ
び 混 合 走 査 モ ー ド か ら な り 、 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第 １ の 断 層 像 に 第 ２ の 断 層 面
の 交 差 位 置 が 第 １ の 交 差 線 と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 １ の 断 層 像 は 前 記 第 １ の 交 差
線 に よ り 第 １ の 領 域 と 第 ２ の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 １ の 領 域 に は 第 １ の 境 界 線 が 、 前 記
第 ２ の 領 域 に は 第 ２ の 境 界 線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ る 一 方 、 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る
第 ２ の 断 層 像 に 第 １ の 断 層 面 の 交 差 位 置 が 第 ２ の 交 差 線 と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第
２ の 断 層 像 は 前 記 第 ２ の 交 差 線 に よ り 第 ３ の 領 域 と 第 ４ の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 ３ の 領
域 に は 第 ３ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ４ の 領 域 に は 第 ４ の 境 界 線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ 、 前 記 第 １
の 境 界 線 、 前 記 第 ２ の 境 界 線 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 お よ び 前 記 第 ４ の 境 界 線 に そ れ ぞ れ 対 応
す る ３ 次 元 空 間 の 形 成 線 か ら 形 成 さ れ る 錐 体 を 、 前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド に お け る 走 査 領 域
と し 、 前 記 混 合 走 査 モ ー ド に お い て は 前 記 ２ 次 元 走 査 モ ー ド と 前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド を 同
時 に 行 う 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 交 差 す る 断 層 像 の 画 像 の 中 か ら 領 域 を 限 定 し て ３ 次 元 走 査 を 行 い 、 ３
次 元 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も ２ 次 元 に 配 列 さ れ た 振 動 子 に よ る ３ 次 元 空 間 の 走 査 を 行 い 、 前 記
３ 次 元 空 間 の 走 査 は ２ 断 面 走 査 モ ー ド と ３ 次 元 走 査 モ ー ド か ら な り 、 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー
ド に お け る 第 １ の 断 層 像 に 第 ２ の 断 層 面 の 交 差 位 置 が 第 １ の 交 差 線 と し て 表 示 さ れ る こ と
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で 、 前 記 第 １ の 断 層 像 は 前 記 第 １ の 交 差 線 に よ り 第 １ の 領 域 と 第 ２ の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前
記 第 １ の 領 域 に は 第 １ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ２ の 領 域 に は 第 ２ の 境 界 線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ
る 一 方 、 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第 ２ の 断 層 像 に 第 １ の 断 層 面 の 交 差 位 置 が 第 ２ の
交 差 線 と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 ２ の 断 層 像 は 前 記 第 ２ の 交 差 線 に よ り 第 ３ の 領 域
と 第 ４ の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 ３ の 領 域 に は 第 ３ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ４ の 領 域 に は 第 ４
の 境 界 線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ 、 前 記 第 １ の 境 界 線 、 前 記 第 ２ の 境 界 線 、 前 記 第 ３ の 境 界 線
お よ び 前 記 第 ４ の 境 界 線 に そ れ ぞ れ 対 応 す る ３ 次 元 空 間 の 形 成 線 か ら 形 成 さ れ る 錐 体 を 、
前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド に お け る 走 査 領 域 と す る こ と に よ り 、 交 差 す る 断 層 像 の 画 像 の 中 か
ら 領 域 を 限 定 し て ３ 次 元 走 査 を 行 い 、 ３ 次 元 画 像 を 得 る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 す る
超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 （ 第 1の 実 施 の 形 態 ）
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す そ の ブ ロ ッ ク で あ り 、
図 ２ は 、 そ の ２ 断 面 走 査 モ ー ド 時 の 画 像 の 配 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 ２ 次 元 配 列 振 動 子 １ は 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ２ に よ り 支 持 さ れ 、 ３ 次 元 空
間 ３ を 走 査 す る よ う に な っ て い る 。 こ の ２ 次 元 配 列 振 動 子 １ は 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ４ と 結 合
さ れ て お り 、 ビ ー ム フ ォ ー マ ４ の 出 力 は 信 号 処 理 部 ５ で 処 理 さ れ て 画 像 信 号 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ビ ー ム フ ォ ー マ ４ お よ び 信 号 処 理 部 ５ は 、 そ れ ぞ れ 制 御 部 ６ で 制 御 さ れ る 。 そ し て 、 信
号 処 理 部 ５ の 出 力 に よ り 表 示 部 ７ で の 画 像 表 示 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 表 示 部 ７ に は 、 扇 形 の 第 １ の 断 層 像 ６ １ と 第 ２ の 断 層 像 ６ ２ と が そ
れ ぞ れ 表 示 さ れ る 。 こ れ ら 断 層 像 ６ １ と 断 層 像 ６ ２ は 、 図 １ に 示 し た ３ 次 元 空 間 ３ に お い
て 互 い に 交 差 し て お り 、 断 層 像 ６ １ と 断 層 像 ６ ２ が 交 差 す る 位 置 は 、 断 層 像 ６ １ に お い て
は 第 １ の 交 差 線 ６ ３ で 示 さ れ 、 断 層 像 ６ ２ に お い て は 第 ２ の 交 差 線 ６ ４ で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 第 １ の 断 層 像 ６ １ は 、 第 １ の 交 差 線 ６ ３ に よ っ て 第 １ の 領 域 ７ １ と 第 ２ の 領 域
７ ２ に 分 割 さ れ 、 断 層 像 ６ ２ は 、 第 ２ の 交 差 線 ６ ４ に よ っ て 第 ３ の 領 域 ７ ３ と 第 ４ の 領 域
７ ４ に 分 割 さ れ る 。 ま た 、 第 １ の 領 域 ７ １ に は 第 １ の 境 界 線 ８ １ が 、 第 ２ の 領 域 ７ ２ に は
第 ２ の 境 界 線 ８ ２ が 、 第 ３ の 領 域 ７ ３ に は 第 ３ の 境 界 線 ８ ３ が 、 第 ４ の 領 域 ７ ４ に は 第 ４
の 境 界 線 ８ ４ が そ れ ぞ れ 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 そ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 ま ず 、 ２ 断 面 走 査 モ ー ド で の 走 査
を 行 い 、 第 １ の 領 域 ７ １ に お い て は 第 １ の 境 界 線 ８ １ の 位 置 を 設 定 し 、 第 ２ の 領 域 ７ ２ に
お い て は 第 ２ の 境 界 線 ８ ２ の 位 置 を 設 定 し 、 更 に 、 第 ３ の 領 域 ７ ３ に お い て は 第 ３ の 境 界
線 ８ ３ の 位 置 を 設 定 し 、 第 ４ の 領 域 ７ ４ に お い て は 第 ４ の 境 界 線 ８ ４ の 位 置 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 ３ 次 元 走 査 モ ー ド で 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ お よ び 第 ４ の 境 界 線 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、
８ ４ で 指 定 さ れ る ３ 次 元 空 間 内 に お い て 、 ３ 次 元 走 査 モ ー ド で 走 査 領 域 を ３ 次 元 走 査 す る
。 こ の 走 査 時 に お け る 第 １ の 境 界 線 ８ １ 、 第 ２ の 境 界 線 ８ ２ 、 第 ３ の 境 界 線 ８ ３ お よ び 第
４ の 境 界 線 ８ ４ （ 以 下 、 第 １ ～ 第 ４ の 境 界 線 ８ １ ～ ８ ４ と い う ） で 指 定 さ れ る 走 査 領 域 の
１ 例 と し て は 、 断 層 像 ６ １ に お け る 境 界 線 ８ １ に 垂 直 な 第 １ の 面 、 断 層 像 ６ １ に お け る 境
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界 線 ８ ２ に 垂 直 な 第 ２ の 面 、 断 層 像 ６ ２ に お け る 境 界 線 ８ ３ に 垂 直 な 第 ３ の 面 、 お よ び 、
断 層 像 ６ ２ に お け る 境 界 線 ８ ４ に 垂 直 な 第 ４ の 面 、 の ４ つ の 面 か ら な る ４ 角 錐 体 が あ げ ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ３ 次 元 走 査 モ ー ド で 取 得 さ れ た 受 信 信 号 は 、 信 号 処 理 部 ５ に お い て ボ リ ュ ウ ム レ ン ダ リ
ン グ 演 算 さ れ 、 表 示 部 ７ に ３ 次 元 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に
お い て 第 １ ～ 第 ４ の 境 界 線 ８ １ ～ ８ ４ を そ れ ぞ れ 設 定 し 、 ３ 次 元 走 査 モ ー ド の 走 査 領 域 を
設 け る こ と に よ り 、 ２ 断 面 走 査 モ ー ド の 超 音 波 断 層 像 の 範 囲 を 広 く し つ つ 、 ３ 次 元 画 像 の
領 域 を 限 定 す る こ と に よ り 、 ２ 次 元 画 像 に よ り 組 織 内 部 の 注 目 部 位 の 状 態 を 広 範 に 把 握 す
る こ と が で き る と 共 に 、 ３ 次 元 画 像 に よ り 主 要 な 部 位 の 組 織 の 空 間 的 把 握 が で き 、 か つ ２
断 面 走 査 モ ー ド が 走 査 す る 領 域 全 体 を ３ 次 元 走 査 す る 場 合 に 比 べ ３ 次 元 画 像 の ボ リ ュ ウ ム
レ ー ト （ ボ ク セ ル デ ー タ を 構 成 す る ラ イ ン デ ー タ を 捕 捉 す る 速 さ ） を 高 め る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 図 ３ に お い て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 参 照 し た 図 ２ と 同 じ 構 成 お よ び 機 能 を 有 す る
部 分 に つ い て は 同 一 の 符 号 ま た は 記 号 を 付 し て そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ に お い て 、 第 ２ の 断 層 像 ６ ２ の 第 ２ の 交 差 線 ６ ４ と 第 ３ の 境 界 線 ８ ３ は 角 度 θ を な
し 、 第 ２ の 交 差 線 ６ ４ と 第 ４ の 境 界 線 ８ ４ は 角 度 φ を な し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 ま ず 、 第 １ の 断 層 像 ６ １ に お い て 、 第 １
の 境 界 線 ８ １ お よ び 第 ２ の 境 界 線 ８ ２ が 移 動 、 す な わ ち 位 置 変 更 さ れ た と す る と 、 そ の 場
合 、 第 ２ の 断 層 像 ６ ２ の 第 ３ の 境 界 線 ８ ３ と 第 ４ の 境 界 線 ８ ４ の 位 置 が 、 ３ 次 元 走 査 モ ー
ド の ボ リ ュ ウ ム レ ー ト 、 す な わ ち 、 ボ ク セ ル デ ー タ 化 さ れ た エ コ ー 情 報 か ら ラ イ ン デ ー タ
を 取 り 込 む 速 さ が 一 定 に 保 た れ る よ う 、 こ れ に 従 属 的 に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 す な わ ち 、 こ こ で 、 第 ２ の 交 差 線 ６ ４ と 第 ３ の 境 界 線 ８ ３ の な す 角 度 を θ 、 第 ２ の 交 差
線 ６ ４ と 第 ４ の 境 界 線 ８ ４ の な す 角 度 を φ と し 、 第 ３ の 境 界 線 ８ ３ の 位 置 の 変 化 を Δ θ 、
第 ４ の 境 界 線 ８ ４ の 位 置 の 変 化 を Δ φ と す る と 、 定 数 Ｃ を 用 い て 、 Δ θ 、 Δ φ は 次 式 で 表
さ れ る 。
Δ θ ＝ Ｃ ＊ θ 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
Δ φ ＝ Ｃ ＊ φ 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
こ の よ う に し て 、 第 ２ の 交 差 線 ６ ４ に 対 し て 、 第 ３ の 境 界 線 ８ ３ と 第 ４ の 境 界 線 ８ ４ の 間
隔 が 一 定 の 比 率 で 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 第 １ の 境 界 線 ８
１ と 第 ２ の 境 界 線 ８ ２ の 位 置 変 更 に 対 し て 、 第 ３ の 境 界 線 ８ ３ と 第 ４ の 境 界 線 ８ ４ の 位 置
を ３ 次 元 走 査 モ ー ド の ボ リ ュ ウ ム レ ー ト が 一 定 の 条 件 で 、 か つ 第 ２ の 交 差 線 ６ ４ に 対 し て
、 第 ３ の 境 界 線 ８ ３ と 第 ４ の 境 界 線 ８ ４ の 間 隔 が 一 定 の 比 率 で 維 持 さ れ る よ う に 、 第 ３ の
境 界 線 ８ ３ と 第 ４ の 境 界 線 ８ ４ の 位 置 を 従 属 的 に 決 定 す る 。 そ の 結 果 、 第 ３ の 境 界 線 ８ ３
と 第 ４ の 境 界 線 ８ ４ の 位 置 が 容 易 に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 図 ４ に お い て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 参 照 し た 図 ２ と 同 じ 構 成 お よ び 機 能 を 有 す る
部 分 に つ い て は 同 一 の 符 号 ま た は 記 号 を 付 し て そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ に お い て 、 画 像 ９ １ は 、 第 １ の 断 層 像 ９ ２ 、 ３ 次 元 画 像 ９ ３ お よ び 第 ２ の 断 層 像 ９
４ で 構 成 さ れ る 。 画 像 ９ １ の 左 側 に は 境 界 線 ８ ０ 、 右 側 に は 境 界 線 ８ ５ が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 最 初 （ 図 中 左 端 ） の 境 界 線 ８ ０ か ら 第 １ の
境 界 線 ８ １ ま で の 間 を ２ 次 元 走 査 モ ー ド で 走 査 し 、 ２ 次 元 断 層 像 を 表 示 す る 。 そ し て 、 第
１ の 境 界 線 ８ １ に 到 達 す る と 、 そ こ か ら 第 ２ の 境 界 線 ８ ２ ま で の 間 を ３ 次 元 走 査 モ ー ド で
走 査 し 、 ３ 次 元 画 像 を 表 示 す る 。 次 い で 、 第 ２ の 境 界 線 ８ ２ か ら 最 後 （ 図 中 右 端 ） の 境 界
線 ８ ５ ま で の 間 を ２ 次 元 走 査 モ ー ド で 走 査 し 、 ２ 次 元 断 層 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 画 像 ９ １ は 、 第 １ の 断 層 像 ９ ２ 、 ３ 次 元 画
像 ９ ３ 、 第 ２ の 断 層 像 ９ ４ で 構 成 さ れ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 超 音 波 断 層 像 の 範 囲 を
広 く し つ つ 、 ３ 次 元 画 像 の 領 域 を 限 定 す る こ と に よ り 、 ２ 次 元 画 像 に よ り 組 織 内 部 の 注 目
部 位 の 状 態 を 広 範 に 把 握 す る こ と が で き る と 共 に 、 ３ 次 元 画 像 に よ り 主 要 な 部 位 の 組 織 の
空 間 的 把 握 が で き 、 か つ ２ 断 面 走 査 モ ー ド 全 体 を ３ 次 元 走 査 す る 場 合 に 比 べ ３ 次 元 画 像 の
ボ リ ュ ウ ム レ ー ト を 高 め る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 少 な く と も ２ 次 元 に 配 列 さ れ
た 振 動 子 に よ る ３ 次 元 空 間 の 走 査 を 行 い 、 前 記 ３ 次 元 空 間 の 走 査 は ２ 断 面 走 査 モ ー ド と ３
次 元 走 査 モ ー ド か ら な り 、 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第 １ の 断 層 像 に 第 ２ の 断 層 面 の
交 差 位 置 が 第 １ の 交 差 線 と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 １ の 断 層 像 は 前 記 第 １ の 交 差 線
に よ り 第 １ の 領 域 と 第 ２ の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 １ の 領 域 に は 第 １ の 境 界 線 が 、 前 記 第
２ の 領 域 に は 第 ２ の 境 界 線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ る 一 方 、 前 記 ２ 断 面 走 査 モ ー ド に お け る 第
２ の 断 層 像 に 第 １ の 断 層 面 の 交 差 位 置 が 第 ２ の 交 差 線 と し て 表 示 さ れ る こ と で 、 前 記 第 ２
の 断 層 像 は 前 記 第 ２ の 交 差 線 に よ り 第 ３ の 領 域 と 第 ４ の 領 域 に 分 割 さ れ 、 前 記 第 ３ の 領 域
に は 第 ３ の 境 界 線 が 、 前 記 第 ４ の 領 域 に は 第 ４ の 境 界 線 が そ れ ぞ れ 表 示 さ れ 、 前 記 第 １ の
境 界 線 、 前 記 第 ２ の 境 界 線 、 前 記 第 ３ の 境 界 線 お よ び 前 記 第 ４ の 境 界 線 に そ れ ぞ れ 対 応 す
る ３ 次 元 空 間 の 形 成 線 か ら 形 成 さ れ る 錐 体 を 、 前 記 ３ 次 元 走 査 モ ー ド に お け る 走 査 領 域 と
す る こ と に よ り 、 交 差 す る 断 層 像 の 画 像 の 中 か ら 領 域 を 限 定 し て ３ 次 元 走 査 を 行 い 、 ３ 次
元 画 像 を 得 る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る も の で あ り 、 ２ 次 元 断 層 像 を 基 に ３ 次 元 走
査 領 域 を 設 定 す る 超 音 波 診 断 装 置 等 の 全 般 に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す そ の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 表 示 部 の 画 像 配 置 の 説
明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 表 示 部 の 画 像 配 置 の 説
明 図
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 表 示 部 の 画 像 配 置 の 説
明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ 　 　 ２ 次 元 配 列 振 動 子
　 ２ 　 　 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル
　 ３ 　 　 ３ 次 元 空 間
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　 ４ 　 　 ビ ー ム フ ォ ー マ
　 ５ 　 　 信 号 処 理 部
　 ６ 　 　 制 御 部
　 ７ 　 　 表 示 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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解决的问题：提供一种超声诊断设备，当基于二维断层图像设置三维扫
描区域时，该超声诊断设备能够扩大正交截面的超声断层图像的范围并
限制三维图像的区域。 解决方案：在三维空间中进行扫描包括两部分扫
描模式和三维扫描模式，并且在两部分扫描模式下，第二层析X射线断层
平面的交叉位置显示为第一断层扫描图像61上的交叉线63。 因此，第一
断层图像61被交线63，第一区域71中的第一边界线81，第二区域72中的
第二边界线划分为区域71和区域72。 在显示每个82的同时，在第二横截
面扫描模式下将第一断层图像的相交位置显示为第二断层图像62中的交
线64，以便第二断层图像62显示相交线64。 被划分为区域73和区域
74，并且第三边界线83显示在第三区域73中，第四边界线84显示在第四
区域74中，它们分别由边界线形成。 锥体是三维扫描区域。 [选择图]图
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